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はじめに

日本生物環境工学会の前身である日本生物環境調節学会
が発足してから約 50年が経過した．正確には，日本生物環
境調節研究会の発足が 1963年 5月で，学会発足は 1968

年 10月である．また，研究会の発足前には 1957年から環
境調節実験室委員会として活動していた経緯がある．このた
め，50年は研究会の発足からの年数である．筆者が日本生
物環境調節学会に入会したのは，学部 4年の 1972年で，
研究会の発足から約 10年，学会発足から約 4年が経過し
ていた頃である．学会誌である生物環境調節の Vol. 10. No. 

4に，指導教官であった船田周教授，橋本康助教授の両先
生との共著の初めての論文が掲載されたためであったと記憶
している．筆者に与えられた課題は，環境科学と生物環境調
節であるが，筆者の歩んだ研究生活を思い出しながら，この
課題に答えられればと思っている．このため，植物分野に偏る
こと，多少我田引水的になることをお許し頂きたい．

生物環境調節とは

生物環境調節分野の初期の歴史は，生物環境調節ハンド
ブック(1973)1)に詳しく書かれている．要約すると，古代人は

自然条件の厳しさから身を守るために穴居のような半閉鎖的
な自然環境のもとで生活し，種子や蚕種の貯蔵に利用した．
1240年頃には，部屋で暖地植物を保育し，冬期に花を咲か
せて，オランダ王に献上した．欧州では 17世紀になって，ガ
ラス張りの植物育成用の施設が発達し，温室 (Greenhouse)

と呼ばれるようになった．日本では，明治の初めに青山の開拓
使の敷地に作られた欧米式の温室が最初とされ，1885年に
小石川植物園に移築された．
植物研究用の環境調節温室としては，1949年，カリフォル

ニア州 PasadenaにあるCalifornia Institute of Technology

の Earhart Plant Research Laboratoryに，植物生理学者
の F. W. Went教授が主宰して建設された施設が世界で最
初である．この温室では，光，温度，湿度，二酸化炭素，
風，雨，霧等の調節が試みられた．そして，物理学の研究
領域のサイクロトロンと比べられるべきものとして，ファイトトロン
(Phytotron)と命名された．その後，米国だけでなく，世界各
地に自然光型や人工光型のファイトトロンが建設されたが，日
本では，1952年の国立遺伝学研究所の環境調節温室が最
初とされる．また，1957年に東京大学農学部に設置された動
植物を対象とした生物環境調節施設をバイオトロン (Biotron)

と呼称し，さらに 1967年に完成したWisconsin大学の施設
にもこの名称が使われたことから，バイオトロンが世界的に普
通名詞化した．1966年には，当時全学的な共同利用施設と
しては日本で唯一の九州大学生物環境調節センターが発足
した．
ファイトトロンやバイオトロンの世界的な普及に伴い，1964
年に，フランスの国立ファイトトロン研究所の P. Chouard
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(Phytotronics)のシンポジウムが開催され，この用語が国際
会議の場で公的に用いられた．そして，ファイトトロニクスは，
植物学と工学の両分野を融合させ，植物と環境との関係を研
究する新しい植物学研究の一分野として位置づけられた．ま
た，動物も含めた生物科学の研究分野として，バイオトロニク
ス (Biotronics)という用語も使われるようになり，環境生物学
や農学，医学の分野の発展に寄与した．

生物環境調節との出会い

筆者は 1969年の東大紛争の年の入学であるので，地元
の愛媛大学に入学した時は紛争のために授業がなく，かとい
って，紛争の仲間入りをするのも気が乗らず，サークルには入
っていたが時間をもて余していた．この年の学科主任が，た
またま，船田先生で，その縁で研究室 (農業環境工学 )の
ゼミに 1年生の時から時折参加させて頂いた．後で知ったこ
とであるが，日本生物環境調節学会ができて間もない頃で，
船田先生から頂いた資料に，ファイトトロンの歴史や研究に関
係するものがあり，興味を引かれた．研究室の助教授の橋本
先生は，その頃，丹羽登教授 (東大宇宙航空研究所計測
部 )らと，ファイトトロンを対象として，超音波気温計等を使っ
た計測と時系列解析，アナログ計算機を用いた制御系のシミ
ュレーション，ディジタル計算機を用いた環境制御等の研究を
やっておられた．3年生の時に，九州大学に新しくできたファイ
トトロンの制御特性の解析実験にご一緒させて頂いた．このよ
うにして，筆者の生物環境調節との関係は深まっていった．4
年生の卒論で，ファイトトロンの制御系のアナログシミュレーショ
ン，修論で，アナログ計算機とディジタル計算機とをリンクした
ハイブリッド計算機によるシミュレーションやディジタル計算機に
よる温湿度のフィードフォワード制御等の研究を行った．ディジ
タル計算機が進化した現在では，ハイブリッド計算機といって
もピンとこないが，その頃としては非常に高価な機器を使った
この分野の最先端研究であり，船田，橋本両先生から直接
ご指導を頂いたことは，その後の筆者の人生を決定づけるも
のであった．

国立公害研究所の生物環境調節施設

修士 2年の時，船田教授から，茨城県つくば研究学園
都市に新しくできた環境庁 (現：環境省 )の国立公害研究
所 (現：国立環境研究所 )2)に，ファイトトロン等の施設がで
きるので行かないかというお話があった．国立公害研究所
は，1971年に発足した環境庁唯一の研究所として 1974年
3月に新設された．1972年 6月の国連の環境会議を受け
て，国際的に環境保全の世論が盛り上がり，国連環境プロ

グラムが発足した直後であった．研究所の日本語名は，当
時の公害防止への世論を反映して，国立公害研究所であっ
たが，設立当初から，英語名は The National Institute for 

Environmental Studiesであり，日本の環境科学研究の中心
的役割を担い，環境科学分野の人材育成と国際交流の拠点
としての大きな期待があった．この研究所の設立のために，
1971年 11月，茅誠司元東大総長を座長とする国立公害研
究所設立準備委員会が発足し，また，委員会の下には専門
委員会，各種分科会が設けられて，国立公害研究所で行う
べき環境研究，組織，主な実験施設等が細かく検討され，報
告書としてまとめられた．
この中に，生物環境調節施設分科会が設けられ，日本生
物環境調節学会 (当時の会長は杉二郎教授 )の先生方が
協力をされた．後に，研究所の初代の主任企画官になる事
務方の責任者であった仲光佐直設立準備室長は，文部省の
出身で，後に，理化学研究所の P4施設の建設にも腐心され
た方で，ライフサイエンスの大型実験施設の建設に非常に熱
心であった．本学会の前身である環境調節実験室委員会の
時代から，生物環境調節施設の建設に腐心された宮山平八
郎文部省学術局科学官 (元本学会名誉会員 )は，文部省
の先輩で，非常に懇意であったと聞いている．仲光先生は，
現在もご健在で，昨年の「理研筑波研究所発足のころ」の
出版記念を兼ねた食事会にご招待頂いた際に，フランスのフ
ァイトトロンのことを聞き，本学会に内容と人事を相談したこと
を懐かしく話しておられた．また，仲光先生のお言葉を借りる
と，“環境庁発足が 1971年 6月，局長から，緊急時であるか
らオーソドックな手順を無視して国立公害研究所の設立準備
を進めるよう下命され，生物系は協力体制がえられると判断し
て，同年 9月に宮山先輩に船田先生を紹介して頂いて，以
後ご支援を頂いた”とのことであった．このような経緯もあり，
本学会の創設期の先生方の関係者が，設立当初の研究所
に多く採用された．研究所での直属の上司であり，筆者を採
用して頂いた，相賀一郎室長 (元大阪府立大学学長 )は，
九州大学生物環境調節センターでの上司であった松井健教
授から，1974年の春にファイトトロンの建設運営の責任者とし
て，突然赴任するように厳命されたと話しておられた．
国立公害研究所には，公害や環境科学に関する学際的な
研究のための大気，水，土壌，生物 (含人間 )等に関係す
る大型研究施設や情報関連施設が，設立準備委員会報告
に従って順次建設された．生物環境調節施設としてはファイト
トロン，ズートロン，ペドトロン，アクアトロン，RI・遺伝子実験
棟等が，また，関連施設として，実験圃場，霞ヶ浦臨湖実験
施設，奥日光環境観測所，微生物系統保存棟等が建設され
た．ファイトトロン 3)は，その中でも研究所の中心的な施設とし
て，I棟 (1975年 12月竣工 )，II棟 (1981年 7月竣工 )が
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建設され，大気汚染の植物影響，植物による大気環境浄化，
遺伝子組換え体の環境影響，地球温暖化 (二酸化炭素濃
度や気温 )や砂漠化，紫外線影響等の地球環境問題のプロ
ジェクト研究に使用された．筆者も，1975年 12月から，相賀
室長の下で，研究施設の建設とプロジェクト研究に関わること
になった．
建設されたファイトトロン I棟の特徴は，自然光型や人工光

型の低濃度大気汚染ガス濃度制御機能を備えていた点にあ
った．環境基準値濃度での長期暴露による植物影響を調べ
るために，SO2やNO2，オゾン等の濃度の制御とトレーサビリ
ティの確保には，最新の技術が用いられた．また，ファイトトロ
ン II棟には，植物群落の環境応答と植物と環境との相互作
用を解析するための，世界に類をみない大型風洞タイプの自
然環境シミュレータが建設された．この装置は，高出力カラー
蛍光灯を上面だけでなく，側面にも配置し，光質，光量及び
照射方向を制御できるソーラーシミュレータ，また，高さ方向に
10段の風速と温湿度の成層制御とガス濃度 (大気汚染ガス
や CO2濃度 )制御が可能な環境制御風洞，及び土壌の温
度と水分調節が可能な土壌環境制御ユニットで構成され，光
―大気―植物―土壌系の複合環境制御とデータ解析をコン
ピュータによって行うことを可能にした．そして，後述する画像
計測システムと併用した植物環境応答や植物と環境との相互
作用の解析は，植物科学や農学分野の先導的研究として，
また，最近注目されているPlant Phenomics研究施設の先
駆けとなった．
建設された当初のファイトトロンには，天皇皇后両陛下をは

じめ皇室の方々や胡耀邦中国総書記，サッチャー英前首相
等多くの来賓が訪れ，国内外で広く知られることになった．こ
のように，研究所の中心的な大型施設として，建設，運営でき
たことは，相賀室長 (後に部長 )始めファイトトロン関係者の
努力に加えて，歴代所長，特に，第 3代の近藤次郎所長の
ご理解と，積極的なご支援のたまものと感謝している．近藤
先生には，学術会議の会長になられてからも，直接，個人的
に色々ご指導頂き，現在も，研究所の同窓会 (四六会 )の
会長と幹事としてお付き合いを頂いている．また，四六会の不
破敬一郎副会長 (元所長 )は，船田先生の京城師範付属
単級小学校の先輩であったと聞いている．研究所のOBに
は，理学，工学，医学，農学，社会科学等，様々な分野の
研究者がおり，大学等に異動した後も，それぞれの分野で活
躍されている．四六会は，これらの環境科学に関わる多分野
の研究所 OBの交流の場になっている．当時一緒に研究し
たファイトトロン関係のOBには，植物の計測と診断 (1987)4)

や Air Pollution and Plant Biotechnology (2002)5)を一緒に
取り纏めた近藤矩朗元東大理学系研究科教授，米山忠克
農研機構副理事長 (元東大農学生命科学研究科教授 )，

島崎研一郎九大理学研究院教授，岡野邦夫元農研機構部
長，伊藤治国連大学シニアリサーチフェロー，田中浄鳥取大
農学部教授，古川昭夫元奈良女子大教授，藤沼康実鳥取
環境大教授，榊剛北海道東海大学教授の他，菅原淳元国
立環境研究所部長，戸塚績元東京農工大教授などがいる．
なお，近藤次郎先生と不破先生は農業工学会フェローで，
筆者が現在会長をしている生態工学会の前身の宇宙での環
境調節を目的として設立されたCELSS学会の初代及び 2代
目の会長としてもご指導いただいた．さらに，近藤先生には，
学術会議会長としてCIGR (国際農業工学会 )や農業工学
分野の活動に多大なご援助を頂いたことを付記しておく．

画像計測システムの導入と植物環境応答解析

植物と環境との関係を研究するファイトトロニクスでは，環境
や植物の計測と制御が重要な方法論として位置づけられた．
前述した自然環境シミュレータは，環境の制御技術としてその
粋を極めたもので，光源が LEDの発明により高波長分解能
制御ができるようになったことを除けば，光―大気―植物―土
壌系の複合環境調節施設としては，現在でも世界にも類をみ
ない．高精度の環境調節ができるようになると，人工的に作ら
れた環境下で，また，野外環境との比較において，植物の環
境応答や植物と環境との相互作用を如何に計測し，解析す
るかに研究の主眼が移っていった．筆者は，空間的に異なる
植物の構造や機能に興味を持ち，ファイトトロン建設と平行し
て，蒸散や光合成，成長といった植物機能の新しい画像計
測手法 (バイオイメージングと機能リモートセンシング )の研究
を始め，徐 に々この分野の研究に専念していった 4-11)．
植物機能の画像計測手法に関する研究は，筆者が研究

を始めた 1970年代の半ば頃から始まり，コンピュータと画像
計測技術の進歩とともに発展してきた 4,7,12.13)．この頃の筆者
の研究を，執筆した文献をもとに振り返ってみると，1980年頃
には，ファイトトロンや圃場で生育している植物の熱赤外 (葉
温 )画像や近紫外～近赤外分光反射画像を，光ファイバ通
信 (インターネットのように高速ではなく，また，光ファイバも自
ら敷設するものであったが )によりオンラインで自動計測し，解
析するシステムを構築し，蒸発散や汚染ガス吸収，植物環境
応答等の解析に利用していた 6,14)．これは，現在の植物工場
研究で提案されているような，人工光や自然光の栽培施設内
で，植物の生育診断を行う画像計測システムの原型であると
いえる．また，ファイトトロンや圃場での計測と航空機・人工衛
星を組み合わせた複合リモートセンシングについてもその必要
性を論じている．なお，この頃，高辻正基本学会名誉理事長
の依頼で執筆した出版物をみると，現在のクラウド農業やアン
ビエント農業あるいはスマート農業の考え方である，情報通
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信技術 (ICT)を利用してデータセンタと結び，コンピュータの
階層的利用により，多くの温室や植物工場群を制御，管理す
る考え方や，人工知能や画像センサ，ロボット等を利用した先
端農業の考え方を提案している 15)．また，1982年に橋本先
生と一緒にベルリンで開かれた IMEKOの国際会議の後に，
オランダのグリーンハウスを初めて見学した．その時は余り強
い印象はもたなかったが，その後の実利用に徹したオランダの
グリーンハウスの自動化と ICT利用の発展には目を見張るも
のがある．この時に，ファイトトロニクスの原点ともいうべき，パ
リ郊外 Gif-sur-Yvetteの国立ファイトトロン研究所を訪れた．
建設されて年数が経過していたこともあって，やや老朽化した
施設で余り感動はなかった．同時に，自分たちの施設と研究
の先進性を確信した訪問でもあった．
その後，植物機能の画像計測に関する研究は，顕微鏡
画像や分光蛍光画像，3次元画像等を加えた複合画像計
測システムへと発展していったが，この分野の研究をリードし
てきたのは我 日々本の研究者であることが世界的にも知られ
ており，1985年に東京で開かれた“Instrumentation and 

Physiological Ecology”の日米セミナー 12)を経て，Duke大
学のファイトトロンや Columbia大学 Biosphere 2 センター等
でも研究が行われ，さらに，1990年代以降，遺伝子実験施
設と融合した新しい分野である遺伝子のスクリーニングや解
析を含む Plant Phenomics研究へと発展していった 5,16)

橋本先生と“Water Relations of Plants and Soils”の著
書で有名なDuke大学の P. J. Kramer名誉教授が企画さ
れた 1985年の日米セミナーには，米国を中心とした植物科学
の権威者が数多く来日し，主たる実地見学を幹事役としてお

世話し，帰国後，日本のこの分野の研究を世界に紹介してい
ただいたという点で重要であった．この頃は，プラザ合意にみ
られるように，日本の産業界が絶好調の時代で，米国内に日
本への圧力と同時に，日本を見習おうという風潮あった．東京
での日米セミナーと国立公害研究所の見学は，米国の研究
者にとっても十分インパクトのあるものであり，筆者のその後の
国際交流の原点となった会議であった．筆者の博士論文の
ご指導を頂いた尾上守夫東大生産技術研究所長との共著
のポット植物の土壌―根系のMRI研究 17)が，Kramer先
生によってこの分野の最初の研究として位置づけられ，米国
へ帰国後さらに発展し，環境科学や Plant Phenomics研究
の一分野として現在も研究が進められていることは研究者冥
利に尽きる 18)．Kramer先生は，1995年に亡くなられたが，
その後もDuke大学のファイトトロンとは，日米科学技術協定
に基づく交流を継続し，ファイトトロンの責任者であった B. R. 

Strain教授や J. F. Reynolds教授との交流が続いた．両先
生は，1990年頃から盛んになったファイトトロンの地球環境研
究への利用に興味を持ち，屋外での FACE (Free-Air CO2 

Enrichment)との併用研究に熱心であったが，筆者が東京
大学に異動した頃 (1999年 )から，地球環境分野でのフィー
ルド科学研究の重要性が叫ばれ，また，分子生物学や遺伝
子工学の進歩により，世界的にファイトトロン研究の再構築が
求められるようになった．
なお，前述した 1982年の IMEKOの会議の前に，研究所

を訪れ旧知であった“Physiological Plant Ecology”の著書
で有名な Innsbruck大学のW. Larcher教授 (Institute of 

Botany)を訪ね，その頃，同僚の島崎研一郎博士と開発を

写真 1 1985年の日米セミナーの後の米国側参加者の国立公害研究所訪問．前列左から 2番目が Strain教授，4番目が
Mooney教授，5番目が Kramer名誉教授，6番目が橋本先生，7番目が Boyer教授，右端が筆者．後方はファイトト
ロン I棟．
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していた Chlorophyll Fluorescence Imaging (CFI)研究の
相談に乗って頂いた．その後，Plant Physiology (1987)19)に
掲載された論文が，この分野の最初の研究となった．最近，
CSIROの Prometheus Wikiに執筆を頼まれ，歴史的な経過
を含めて，この分野の最新の 3D-CFI研究の簡単な紹介をし
ている．また，Strain教授からの紹介でWisconsin-Madison

大学の J. G. Croxdale准教授 (Department of Botany)か
ら米国のNSF予算での共同研究の依頼があり，1988-1992

年にわたってCFIや熱画像計測の共同研究を実施し，幾つ
かの研究成果をPlant Physiology等に発表した．後に，彼
女の教授昇進の際の評価を，Wisconsin大学のバイオトロン
の責任者であった T. D. Sharkey教授 (現：Michigan州
立大学，Department Chair of Biochemistry ＆ Molecular 

Biology)から依頼されたが，Sharkey教授がバイオトロンの
責任者になった 1990年代の半ば以降，バイオトロンを分子生
物学や遺伝子工学に対応した施設に改修した．それまでの
T. W. Tibbits教授らによるLife Support Systemの研究は，

弟子の R. Wheeler博士 (NASA’s Kennedy Space Center)

によってNASAで引き継がれている．

地球環境研究とPlant Phenomics研究への発展

開発途上国での人口の爆発的な増加と地球規模での
経済発展が，食料やエネルギー，資源等の争奪を引き起こ
し，気候変動 (地球温暖化 )をはじめとした地球環境問題
を顕在化させた．このため，環境に配慮した持続的な開発
(Sustainable Development)の必要性が認識され，国連の
「環境と開発に関する世界委員会」が 1987年に公表した
Brundtland Report “Our Common Future”における中心
的な理念となり，また，気候変動に関する科学的知見の取り
纏めのために，国連の「気候変動に関する政府間パネル
(IPCC)」が 1988年に設立された．この理念は，1992年のリ
オデジャネイロでの国連地球サミットにおいて「環境と開発に
関するリオ宣言」や国際的な枠組みに関する行動計画である
“Agenda 21”として纏められた．
このような状況の中で，ファイトトロンも，地球環境研究の
一旦を担うことになり，農作物や樹木，野生の草本植物な
どを対象として，高温や高 CO2影響，植物や土壌と大気と
の CO2やメタン，N2O交換等の地球温暖化に関連した研
究や紫外線影響等のオゾン層破壊に関連した研究，また，
砂漠や半乾燥地，熱帯地域で生育している多様な植物種
の機能，環境修復等に関連した研究等が実施されるように
なった．さらに，大気汚染研究の分野では，国境を越えた越
境大気汚染や酸性雨に関連して，その影響研究や大気浄
化に関する研究が有機汚染ガスを含めて行われるようにな
った．これらの地球環境研究の特徴は，トップダウンの目的
指向型で，分野横断型研究として実施され，影響メカニズ
ムの解明だけでなく，全球気候モデル (GCM)等の数値シ
ミュレーション研究の要素研究として位置づけられ，屋外で
の FACE研究やフィールド観測研究と相互補完的に実施さ
れるようになったことである．また，数値シミュレーションと観測
研究との同化の重要性が認識され，大気と植物や土壌との
相互影響を，より厳密に解析し，モデル化しようという流れの
中で，ファイトトロンやフィールドでの実験で得られた知見が有
効的に利用されている．また，地球規模の観測研究におい
ても同様で，ファイトトロン等で得られた画像計測等の知見
が，航空機や人工衛星からの新しい機能リモートセンシング
等の開発研究に利用されている 11)．この関連の国際会議
が，最近，様々な分野で頻繁に開催され，筆者も招待される
ことが多いが，“Plant and Microclimate”の著書で有名な
Dundee大学のH. G. Jones教授 (School of Biosciences)に
招待して頂いた，2006年の英国 Canterbury大学での The 

写真 2 ファイトトロン II棟に設置された大型風洞タイプの自
然環境シミュレータ．

写真 3 1987年当時の自然環境シミュレータ制御室に設置さ
れた植物機能の画像計測処理システム．左下は，
光合成機能診断のための LIFT(Laser Induced 
Fluorescence Transients)イメージングシステムによ
る植物計測の例．
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Society for Experimental Biologyの年会における“Imaging 

Techniques for Understanding Plant Responses to Stress”の
シンポジウムでは，筆者らの 3D lidar imaging for detecting 

and understanding plant responses and canopy structure

の研究 20)を紹介し，その後のこの分野の研究の流れに幾ら
かの影響を与え，また，筆者らの研究成果がこの学会の絵
葉書に採用されたという点で記憶に残っている．シンポジウム
の成果は，Journal of Experimental Botany (2007)の特集
号 21)として出版されている．なお，ファイトトロンを用いた温暖
化研究では，1990年代の半ば頃から，イネの高温不稔の先
駆けとなった研究を，堀江武京大農学部教授 (現：農研機
構理事長 )のアイデアで実施し，お弟子さんの松井勤助手
(現：岐阜大准教授 )の頑張りもあって，約 10報の共著論
文として取り纏めた．また，農業気象分野の内嶋善兵衛宮崎
公立大学学長や張新時中国科学院植物研究所長には，温
暖化プロジェクトでご指導頂き，その成果をClimate Change 

and Plants in East Asia (1996)22)として Springerから出版で
きたこと，また，気候変動に関する政府間パネル (IPCC)の
報告書作成にExpert Reviewerとして貢献できたことは，筆
者の研究者としての幅を広げた．また，その頃，中国とのプロ
ジェクトで学生やポスドクとして招聘した王艳芬教授 (中国科
学院研究生院副院長 )や邱国玉教授 (北京大学深圳研究
生院環境エネルギー学院副院長 )らが母国で活躍されてい
ることは嬉しいことである．
一方，遺伝子組換え等のバイオテクノロジーの実験施設と

しての対応は，植物を対象とするファイトトロンでは比較的容
易である．このため，現在では，多くのファイトトロンが，組換
え体植物の研究に利用されている．国立環境研究所でも，
1990年代の初めに，ファイトトロンの改造と遺伝子実験棟の
建設を行った．また，ファイトトロン研究の新しい流れが前述し
た Plant Phenomics研究である．これは，植物のもつ表現型

(Phenotype)を遺伝子型と環境の両面から研究しようとする
もので，2009年に，Canberraの CSIROファイトトロンの改築
のために“1st International Plant Phenomics Symposium: 

from Gene to Form and Function”が 開 催された．そ
の中心は，前述したファイトトロンでの画像計測の Plant 

Phenomics研究への応用であった．筆者らのグループもこの
会議に招待され，新しい 3次元植物機能計測研究等に関す
る幾つかの論文を発表した．その成果が Functional Plant 

Biology (2009)16)の特集号として出版され，その表紙に筆者
らの研究成果の画像が掲載された．Plant Phenomics研究
は，時代に即応したファイトトロン研究の衣替えであり，筆者
らが行ってきた植物機能の画像計測研究が，新しい学問分
野を切り開いたことに対して，幾らかの自負を覚えるとともに，
長年の研究への思いで感無量になる．また，その成果を特
集号の表紙に掲載して頂いた主催者の R. Furbankセンタ
ー長 (HRPPC, High Resolution Plant Phenomics Center)

と，Duke大学以来，長年筆者の研究を世界に紹介し，サポ
ートして頂いたC. B. Osmond教授 (元オーストラリア国立大
学 , Director of Research School of Biological Sciences ＆ 

President of Columbia University’s visionary Biosphere 

2 Center)には感謝の念に堪えない．現在，CSIROの
HRPPC等との共同研究を実施しており，また，コロンビアの
国際熱帯農業センター (CIAT)とは，インターネットを利用し
て，機能リモートセンシングによる圃場でのイネの Phenomics

研究を実施している．今後は，Phenomics，Genomics，
Informaticsが融合するかたちでこの分野の研究が発展して
いくことを期待している．

おわりに

生物環境調節の歴史は，その予算規模から各国の国家プ
ロジェクトであった．Pasadenaのファイトトロンの建設から，各
国が競って生物と環境との関係を研究する新しい生物学研
究のための生物環境調節施設を建設した．筆者は，大学紛
争という偶然によって，ファイトトロニクスが提唱され，生物環
境調節を学問として捉えようという黎明期に学生時代を過ごし
た．また，国家プロジェクトとして建設途中のつくば研究学園
都市で，国際的な環境保全への世論の盛り上がりと，公害と
いう日本社会の要請によって新設された環境科学の研究所
で，多くの知己を得て，学際的な雰囲気の中で育った．予算
的にも恵まれ，環境科学という分野でファイトトロニクスを実践
し，その変遷を経験した．
先日の学術会議の総会において，吉川弘之元学術会議

会長が講演の中で，“研究者は予算によって政府の意志を知
る”と述べられていたが，政府の意志は，その時々の社会的

写真 4 2009年の Canberraでの“1st International Plant 
Phenomics Symposium: from Gene to Form and 
Function”とFunctional Plant Biologyの特集号
の表紙．表紙下部の左側の 3D画像は，筆者等の
クロロフィル蛍光による光合成機能診断の例．
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な要請や国際情勢によって変化する．学問の分野も，また，
科学技術の進歩によって変遷する．研究者としては，両者をう
まくかみ合わせることが必要であるが，大学，省庁附属研究
所，民間企業の間では，その役割は自ずと異なる．先日，気
候変動予測研究で有名な山形俊男元東大理学系研究科長
から，東大新聞に掲載された定年教員のメッセージを頂いた．
その中に，“流行に流される研究者を多くみかけますが，自分
をしっかりと持ち続けるには，周りの研究者とある程度距離を
おくことも大切だと思います．日本社会にあって，国際社会を生
きるには，村八分ではなく村六分 (笑 )になるくらいがちょうど
いいのではないでしょうか”という一文があった．生物環境調
節と環境科学の分野は，学問の進歩とその時々の政策的な
影響を受けながら，学際的学問分野として発展してきた．筆
者は，その黎明期からこれらの分野の研究に携わり，吉川，
山形両先生のご意見を実体験してきた．過去を振り返りなが
ら執筆していくうちに，依頼ページ数を大幅に超え，本稿が筆
者の経験の紹介的なものになってしまった感はあるが，今後
の生物環境工学会の発展のために，Plant Phenomicsなど
の新たな生物環境調節研究や植物工場などの実利用研究
において，筆者の経験から，温故知新を感じて頂ければ幸甚
である．
最後に，50周年の記念誌に，執筆の機会を与えて頂いた

恩師の橋本康先生始め，本学会の企画委員会の皆様にお
礼を申し上げる．また，橋本先生と元上司の相賀一郎先生に
は，執筆にあたり，色々なご助言とご校閲を頂いた．筆者の
研究生活の中では，本学会の関係者を始め，ここでご紹介し
た以外にも多くの方々のご援助を頂いたことを記して，感謝の
意を表したい．
なお，筆者らの研究論文や著書・解説等については，下
記のサイトを参照されたい．
(研究論文 )

http://joho1.en.a.u-tokyo.ac.jp/Omasa/papers20091216.

html

(著書・解説 )

http://joho1.en.a.u-tokyo.ac.jp/Omasa/books20090123.

html
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